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表紙　激しいタックルで奪い合い

　大王谷運動公園で東九州ミニラグビ

ー交流会が1】月4日、開かれました。

　これはラグビーの指導会を兼ねて参

加チーム相互の交流を図るため、九州

ラグビーフットボール協会が開いたも

の。

　交流会は選手451人が参加して行

われ、口向市からは日向ラグビースク

ールが参加。選手たちは小学1年生か

ら6年生。激しいタックルでボールを

奪い合い、応援に詰めかけた家族は熱

い声援を送っていました。

■
特
集

日
向
市
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
式
典

■
市
政
の
動
き

記
念
碑
を
世
界
恒
久
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
に
、
平
成
1
3
年
度
日

向
市
文
化
自
に
長
渡
万
太
郎
さ
ん
、
平
岩
地
区
介
護
予
防
拠

点
施
設
の
名
称
が
決
定
、
豪
華
客
船
「
飛
鳥
」
ク
ル
ー
ズ

■
ま
ち
の
話
題

今
日
だ
け
の
模
擬
セ
リ
も
実
施
／
第
2
回
市
場
ま
つ
り
、
駅

は
始
ま
り
と
交
流
の
場
所
／
駅
前
フ
エ
ス
タ
2
0
0
1
ほ
か

■
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

市
の
年
末
年
始
の
業
務
案
内
、
農
業
を
す
る
人
は
登
録
を
、

国
保
の
保
険
証
の
切
り
替
え
、
市
の
臨
時
職
員
の
募
集
、
福

祉
バ
ス
の
名
称
・
デ
ザ
イ
ン
の
募
集
、
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
施

設
職
員
募
集
ほ
か
　
　
　
　
2
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●

を
祝
う
言
葉
が
あ
り
圭
し
た
，
こ
の
中

で
、
今
年
、
日
向
市
と
友
好
都
市
締
結

15

�
u
を
迎
え
た
灘
坊
市
の
姜
紹
川
副

市
長
か
ら
は
「
友
好
関
係
は
健
全
的
に

前
進
し
て
い
ま
す
。
友
情
が
末
永
く
続

き
［
向
市
民
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
日
向
市
5
0
年
の
あ
ゆ
み

が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
市
の
発
展
を
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
振
り
返

り
ま
し
た
（
4
・
5
ペ
ー
ジ
に
．
部
掲

載
）
。
ま
た
、
市
歌
斉
唱
は
、
緒
方
美

由
紀
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
と
地
．
兀
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
・
ひ
む
か
い
コ
ー

ラ
ス
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ラ
ス
の
歌
声
に

合
わ
せ
て
斉
唱
。
最
後
に
、
閉
式
の
こ

と
ば
を
黒
木
手
早
収
人
役
が
述
べ
、
式

典
は
終
～
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
◇

　
式
典
の
中
で
、
市
民
憲
章
を
朗
読
し

た
兇
K
＃
は
「
と
て
も
緊
．
愉
し
ま
し
た
。

学
校
で
嫉
1
1
高
さ
ん
と
3
回
だ
け
の
練

習
で
し
た
が
、
家
で
は
何
度
も
練
習
し

ま
し
た
」
と
。
．
戸
高
さ
ん
は
「
は
じ
め

緊
張
し
た
け
ど
、
朗
読
を
始
め
た
ら
緊

張
も
と
れ
て
う
ま
く
い
き
ま
し
た
」
と
、

大
き
な
舞
台
の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

唱斉を歌市で員全者席出

剤烈玉見k
佐んさ高戸
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「
わ
た
し
の
名
前
は
、
森
畑
日
向
で

す
」
こ
ん
な
見
出
し
で
2
0
年
前
（
昭
和

56

N
4
月
号
）
の
「
広
報
ひ
ゆ
う
が
」

に
、
森
畑
日
向
さ
ん
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
高
知
県
須
崎

市
に
住
む
森
畑
東
洋
一
さ
ん
、
記
代
さ

ん
夫
妻
に
今
年
の
1
月
2
0
日
、
待
望
の

女
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
『
日
向
』
ち

ゃ
ん
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
・
・
（
後
略
）
」

　
日
向
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
、
昭
和
翻
年

2
月
2
0
日
、
当
時
の
故
・
甲
斐
敦
市
長

あ
て
に
手
紙
が
よ
せ
ら
れ
、
正
し
い

「
口
向
」
の
ふ
り
が
な
を
教
え
て
く
だ

さ
い
と
い
う
こ
と
か
ら
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
市
長
は
森
畑
さ
ん
へ

「
日
向
」
の
正
し
い
ふ
り
が
な
と
誕
生

証
書
に
歌
を
よ
み
郵
送
し
、
誕
生
を
祝

福
し
ま
し
た
。
「
市
制
5
0
年
を
迎
え
る

こ
ろ
は
満
2
0
歳
。
ど
ん
な
目
向
さ
ん
に

な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
」
と

広
報
ひ
ゆ
う
が
に
紹
ム

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
森
畑
日
向
さ

ん
に
1
6
日
の
記
念

式
典
で
名
誉
成
人

証
書
を
贈
り
、
成

人
を
祝
い
ま
し
た
。

目
向
さ
ん
は
「
実
際

の
成
人
式
に
は
都
合
で

出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
今
日

は
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
周
囲

の
方
々
は
日
向
市
に
貢
献
さ
れ
た
方
ば

か
り
。
そ
の
中
で
私
が
名
誉
成
人
証
書

を
い
た
だ
い
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
心

配
し
ま
し
た
。
す
ぐ
覚
え
て
い
た
だ
け

る
の
で
「
口
向
」
と
い
う
名
前
は
、
と

て
も
気
に
人
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
子

ど
も
の
こ
ろ
は
男
の
r
と
よ
く
間
違
え

ら
れ
て
、
病
院
の
診
察
券
と
か
男
の
チ

に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
日
向
市
は
こ
れ
か
ら
も
発
展
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
も
こ
れ
か
ら
日
向

市
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
．
一
十
歳
に
な
っ
た
思
い

と
式
典
に
参
加
し
た
感
想
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

証
書
を
受
け
取
る
森
畑
日
向
さ
ん
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特集　　日向市市制施行50周年記念式典

市民一人ひとりが主彼に：

　21世紀という新世紀を迎え、珊在の社会情勢は、少子高齢化の進行、高度情綴化・国陰化φ進震、さ

らには地球規榎の瑚境問■など、複雑多様化しており、人々の価値観も「物」から「心」の量かさへと移

りつつあります。このような中、市制施行50周年を迎えましたことは、ひとつの大きな節目であり、過去

の歩みを顧みるのみではなく、来るべき次の世代に今日までの歩みをどう生かして行くかを見極めていく

時期にあると思います。また、今後、住みよい社会や真の慧昧での地方自治を築いていくためには、市民

一人ひとりが主役となり、市政全般にわたり積極的に参加していただき、行政と連携し協働していくこと

　　　　　　　　　　　が必要であると考えております。

　　　　　　　　　　　　これまで歴代市長をはじめ、諸先輩、市議会、国・県ご当局のご支援ご

日向市長

　　山本孫春

示唆、さらには市民のみなさんのご厚情をいただきまして、日向市は発展

を続けてきました。このことは日向市政を担う私たち行政にとりまして大

変ありがたく、光栄に存じております。お蔭様をもちまして、市政全般に

わたり順調に進展していると確信をしているところでございます。

　第4次日向市総合計画の、本市の将来像でありますrだれもが住んでみ

たくなるまち」を目指して「市民による市民のための市政」を基本姿勢と

しながら、6万市民と行政が一体となった市民参加のまちづくりを進めて

いるところですが、この市制施行50周年を契機といたしまして、本市のさ

らなる発展に向け鋭意努力をして参りますことをお誓い申し上げ、ごあい

さっといたします。

　　　　　　　　　　　　　　平成13年11月16日

謝辞を述べた千代反田　豪さん

自
治
功
労
者
・
■

労
者
、
2
0
8
人

　
［
向
市
市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
式
典

が
H
月
1
6
日
、
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
本
市
の
行
政
分
野

で
、
市
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た
白

治
功
労
者
や
産
業
・
経
済
・
観
光
・
福

祉
・
教
育
・
文
化
な
ど
の
各
分
野
に
お

い
て
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
8
部
門
、

2
0
8
人
、
2
6
団
体
の
表
彰
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
開
式
の
こ
と
ば
を
弓
削
哲
郎

助
役
が
述
べ
た
あ
と
、
国
歌
斉
唱
。
参

加
者
全
員
で
市
の
発
展
に
尽
く
し
た
先

人
の
霊
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
次
に
、
目
知
屋
小
学
校
6
年
生
の
曲

玉
弘
見
く
ん
と
戸
高
未
来
さ
ん
2
人
が

「
日
向
市
民
憲
章
」
を
朗
読
。
こ
の
あ

と
、
山
本
市
長
が
「
第
1
4
代
市
長
と
し

・般
功
労
者

■

特
別
功

26

c
体
を
表
彰

て
式
典
を
挙
行
で
き
る
こ
と
を
喜
び
に

思
い
ま
す
。
ご
臨
席
の
み
な
さ
ま
と
と

も
に
本
市
の
更
な
る
発
展
に
向
け
、
誠

心
誠
意
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
し
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
木
敏
雄
市
議
会
議
長
は

「
5
0
年
を
振
り
返
る
と
、
な
ん
と
言
っ

て
も
新
産
業
都
市
指
定
を
市
民
あ
げ
て

祝
っ
た
こ
と
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
」
と
あ

い
さ
つ
。
こ
の
あ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

の
代
表
者
1
4
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
式
典
に
参
加
し
た
人
た
ち
は

大
き
な
拍
手
で
そ
の
功
績
を
称
え
ま
し

た
。　

こ
れ
に
対
し
、
　
一
般
功
労
部
門
の
福

祉
・
衛
生
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
千
代
反

田
　
泉
さ
ん
が
受
賞
者
を
代
表
し
て

「
過
分
の
評
価
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
市
の
発
展
と
と
も

に
生
き
て
き
ま
し
た
。
き
ょ
う
の
感
激

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
精
進
し

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
用
向
市
市
制
施
行
3
0
周
年
の

年
に
生
ま
れ
、
「
目
向
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
森
田
日
向
さ
ん
（
神
戸
市
在
住
”

20

ﾎ
）
に
市
長
か
ら
名
誉
成
人
証
書
が

授
与
さ
れ
、
記
念
式
典
に
花
が
添
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
松
形
祐
尭
宮
崎
県
知
事

を
は
じ
ぬ
5
人
の
来
賓
か
ら
、
5
0
周
年

2
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市民健康管理センターがオープン

平成4年6月に市民健康管理センタ

ーが完成し健康づくりのため各種事

・業が行われるようになりました。噛こ

の年の8月には日出屋公民館が開館

し人口急増地区の社会教育の充実が

図られました。ここには児童センタ

ーも併設されました。

たいえい橋が開通

平成6年3月、塩見川の南北を境とす

る国道10号の渋滞の深刻．な解消を

図るため、この川に架かる6本目の

たいえい橋が開通しました。また9

月に日向・延岡を中心とした地域

が県北地方拠点都市に指定さ

れました。

国際時代の幕開け

昭和61年、国際化時代の幕開けとし

て中国灘坊市と友好都市を結びまし

た。　　　　’

消防庁舎が亀崎に移転

昭和61年には近代的な消防庁舎が亀

崎に完成し複雑多様化する各種災害

に対応する体制が整いました。昭和

62年10月、都市公共下水道が処理区

100ヘクタールで供用を開始。翌

63年’1月には

平成8年5月、財光寺

デイサービスセンタ

ーがオープン

9月1日、日向市立

図書館が蔵書45

縢雛●
率を誇っています。　　　那須　剛さん

10月には放送大学　　　（60代）

宮崎学習センターが開

設され、県内外からも多

●
村山朋藻さん

　（20代）’

くの学生が学んでいます。

平成10年7月、日向サンパ

ークオートキャンプ場がオープン

しています。

細島港国際ターミナルが完成

平成12年目川流域の1市2町5村

の森林組合が合併し、県下初の広域

森林組合として田川広域森林組合が

発足。平成11年3月、市民悲願の

東九州自動車道の杭打式が行われま

した。平成12年8月、白浜地区に

4万トンバースを備えた国際ターミ

ナルが完成しました。現在では、韓

国航路が週2便、台湾航路が週3便

就航しています。今年は、南、北沖

防波堤の築堤へ向け大きく前進しま

した。（出典・写真が語る日向市50年のあゆみ1

こ
ん
な
日
向
市
に
な
っ
て
ほ
し
い

子
ど
も
や
大
人
が
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
遊
べ
る
遊
園
地
を
つ
く
れ

ば
、
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
魅
力

あ
る
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

発
展
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

や
は
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
れ
る
ま
ち
で
し
ょ
う
ね
。

11月には美々津し尿処理場が完成

し可動しています。

公共下水道事業に着手

昭和49年に公共下水道事業に着手し

住環境整備を始めました。また、日

豊本線が4月に電化開通し、近代的な

電車が走り始めました。

朋
●
嘱

　
　
　
　
　
ご

日
向
の
ま
ち
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
暖
か

い
太
陽
の
よ
う
に
高
齢
者
か
ら
乳

幼
児
ま
で
す
べ
て
の
人
に
暖
か

い
、
そ
ん
な
日
向
市
に
。

ふ
る
さ
と
大
使
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
日
向
に
生
ま
れ
、
日
向
に
蕎
つ

た
こ
と
を
誇
り
に
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

日向サンパ

ーク、4月に総合福祉センター、7月

に新ひむかまちづくり塾「美々津軒」、

9月にグリーンパークが相次ぎオー

プン。

日向市文化交流センターが開館

平成元年3月、市内で最も人口の伸

びが見られた財光寺にJR財光寺駅

が誕生し、通勤・通学の利便性が向

上。平成2年2月には日向市文化交流

センターが開館し文化芸術活動の向

上が図られています．

県立日向高校開校

昭和50年、富島高校普通科が分離独

立し県立日向高校が市内で3校帽の

高校として開校しました。国鉄リニ

アモーターカーの実験線の調印も8

　　月に行われています。

昭和52年6月1日、

　待望の市立図書館

　が蔵書数140

　　00冊でオー

●
桂　歌春さん

　（50代）

　プン。この年

　人口が55，

　000人を
　超えました。

　昭和53年に

　は、地域の

　著しい人口

　増による児童

数増により、

日課屋東小学

㊥

　　　　　校、『54年に財光
　　　　寺南小学校が開校（、㍉

　　　（56年には財光寺中

　学校、59年に大王谷中
学校が開校しています）。

中央公民館が開館

昭和56年4月に、中央公民館が開館。

生涯学習社会の到来とも重なり年間

10万人以上が利用しています。今

年リーグ優勝をした、大阪近鉄パフ

ァローズが日向でキャンプインし始

めたのは昭和57年です。

日向市歴史民俗資料館がオープン

美々津の1日回船問屋を修理し日向市

歴史民俗資料館がオープン。（美々津

は昭和61年に国の重要伝統的建造物

郡保存地区に選定されました），

これからも「だれもが住んでみたくなるまち」を目措して市民とパートナーシップ

みんなと墾ん把50毎を据り遮るとともにこれからの日肉市について聞いてみました。

新産業都市に指定され工業都市に名

乗りを上げました。また、新市庁舎

が完成し躍進に向け新たなスタート。

美々津大橋が開通

昭和42年2月11日、美々津大橋

が完成しました。また、美々津に日

本ブロイラー（現・日本ホワイトフ

ァーム株式会社）が進出しています。

富高幹線水路も完成しました。

記念式典が行われ、市歌と市の花

「ひまわり」が制定されました。人前

は40，728人となり初の4万人を

突破したのもこの年，日向工業高校

が開校し、市内の県立高校は2校と

なりました。また、細島臨海工業地

帯に第1号工場として鉄興社（現・東

ソー株式会社）が

す
っ
と
日
向
市
に
住
み
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
公
園

な
ど
楽
し
い
場
所
が
た
く
さ
ん

で
き
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
蜘
…

　
会
　
　
　
　
　
見

　
社化月日が市向日

に

総の市年
45和昭

65

B鰯
鋼

に
上
パ

畑
鰐

つ
ヒ
　
。

　
ず

え
齢
採

超
高
明

を
に
鋤

ト
い
社

「

〔’G

が就航　　　　　　那須由香さん

昭和46年3月　　　（30代）

1日、細島と川崎

を約26時間で結ぶ

日本カーフェリーが就

航しました。

初の公害防止条例

昭和47年3月に日向市公害防止条例

が制定されました。この年、勤労青

少年ホームや細島公民館、初の老人

．福祉センターが開館。

人心が5万人を突破

昭和47年目l月、市の人口が5万人を

突破し県内で4番目の都市となりま

した。翌48年は武道館、美々津公民

館が相次ぎ開館しています。大王谷

小学校が9番目の小学校として開校し

たのもこの年。8月1日、日向農協

が県下初の広域大型農協として発足。

ま
ち
の
中
心
地
に
人
通
り
が
多
く

な
り
、
商
店
街
が
活
性
化
し
て
人

の
笑
い
声
が
絶
え
な
い
ま
ち
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
日
向
市
に
な
っ
て
ほ
し
い

誘致されました。

市庁舎の全焼

だ
れ
で
も
、
気
軽
に
来
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

日向市の誕生

昭和26年4月1日、東臼杵郡下島

町と岩脇村が合併し、県下で6番目

の日向市が誕生。人口31，553人。

初の市長、市議会議員選挙

5月13日、市長と市議会議員選挙が

行われ初代市長に三尾良次郎さんが

就任。30人の市議会議員が選ばれま

した。

戸高未来さん

　（10代）

福
祉
も
向
上

る
時
代
に
な

家
庭
や
地
域

ま
れ
る
生
活

安
心
し
て
暮
ら
せ

ま
し
た
。
将
来
は

子
ど
も
た
ち
に
囲

し
た
い
で
す
ね
。

細島臨海工業地帯造成事業

　に着手

　　昭和27年には細島臨海

　　工業地帯造成事業に着

　　　手しました。

がでりし黒木寿賀子さん
　　　　　　　　（60代）

昭和38年1月、市庁舎講堂付近か

ら出火し市役所が全焼。この年日向

海岸が県定公園に指定され、工業地

帯には共和製糖（現・第一糖業株式

会社）が進出。また、富源駅は日向

市駅に改称しています。

　美々津町を編入
　合併
　　児湯郡美々津町が

　昭和30年1月1

　日、日向市に合併

　し、人口37，7i

　O人、面積117平

方キロメートルの歴

史的な観光資源を併せ

持つ市となりました。

　　初の工場、日向製錬所が進

　出

昭和31年、工業都市を目指す本市

に日向製錬所が進出し市民に明るい

希望を抱かせました。

市立上訂保育所の開所・日向中

学狡の開校

昭和34年、市内では初めての市立上

町保育所が開所、翌昭和35年、日向

中学校が開校し児童福祉や学校教育の

充実が図られています。昭和35年に

日本畜産株式会社（現・南日本ハム株

式会社）が財光寺に進出しました。

新崖業郁市の擢定　　　　　　　　　市制10周年で人ロ4万人を突破

昭和39年1月、日向・延岡地区が　　昭和36年4月1日、市制10周年



■禰尉童の濾竃斜公襲物但道・

＊驚）が市の公装物に：怠ります

特集　　日向市市制施行50周年記念式典

市制施行50周期を祝τ．、

数多くの事業に取り組んでいます。

市は、市制施行50周年を祝い、市民参加の自主企画事業や市主催事業としてたくさんの記念事業に取り組みました。
ここでは、今まで取り上げられなかったものを中心に主な事業をいくつかご紹介します。今年は、このほかにも様々な
取り組みが行われています。

7

●今まで、国の財産であった法定外公

共籾が、市に譲与されうことになりま・・

した。平成13年7月に大字細島地区の

譲与申請を受け、次は大字富高地区を、

その後は順次、大字ことに譲与申請を

行う予定です。このため、日向市では

「法定外公共物管理条例」を平成14年4

月1日より施行します。

●法定外公共物と1　　釜用語ではな

く、道路、河川　　　　のうち、道

路法、河川法等　　　　理に関する法

律の適用や準　　　　ないものの一般

的な呼称で、　　　（赤道）、水路（青

1籍饗llま鰯譲

任を受けた国育財産部局長である都道

府県知事が行っています。今後は、随

時国から現在利用されている里道・水

路を市が譲与を受け、財産管理を行い

ます。なお、現在利用されていない法

定外公共物については国有財産として

そのまま残ります。

●主な条例の内容ですが、今後市が譲

与を受けた法定外公共物において、個

人的に工作物を作る行為等を行う場合

には、市の許可が必要になります。

　市が譲与を受けた後に、許可を受け

すに工作物等を作る場合、人為的に機

能を喪失する行為等（里道・水路を壊

した、または、壊れることが予想でき

る行為等）を行った場合には、5万円

以下の罰金、拘留又は科料が課せられ

る場合があります。

会大祉福会社市向日あ
い
さ
つ
。

社
会
稿
祉
功
労
者
や
団
体
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
児
童
な
ど
1

2
1
人
、
齢
団
体
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　
ま
た
「
住
民
参
加
を
図
り
な

　
第
n
回
［
向
市
社
会

福
祉
大
会
は
9
月
肥

日
、
日
向
市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
約
3
0

0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。　

山
本
市
長
は
「
だ
れ

も
が
健
や
か
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ

く
る
た
め
公
民
協
働
で

地
域
福
祉
計
画
を
策
定

し
、
今
後
も
社
会
福
祉

向
ヒ
に
努
め
ま
す
」
と

　
　
そ
の
後
、
地
域
の

が
ら
、
公
民
協
働
体
制
の
充
実

と
と
も
に
6
万
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
」
と
し
た
大
会
宣
言
を

採
択
し
ま
し
た
。

　
大
会
後
は
明
く
，
心
映
画
「
ハ
ッ

ピ
ー
」
の
ヒ
映
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

さ
ρ
　
，

⊥
日

建のトンメユニモ型加参民市

　
　
　
1
1
ご
．
＼
＝

　
ヒ
リ
忌

　
－
工
’
一
、
一
呑

．
画
で
市
民
参
加

型
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
建
ヴ
さ
れ

一
～
ワ
】
「
　
　
一

向
岬
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
除
幕

式
が
開
か
れ
ま

し
た
。

「

　
除
幕
式
に
は
約
1
5

0
人
が
参
加
。
「
家
族

の
絆
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
が
白
点
し
た
4
3

2
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
御
影
石
に

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
延
明
充

く
ん
は
「
家
族
の
み
ん
な
が
健

康
で
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と

黒
木
藍
加
さ
ん
は
「
家
族
み
ん

な
に
笑
顔
が
増
え
る
と
幸
せ
も

増
え
て
い
る
し
と
階
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
外
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
は
f
ど
も
や
親
に
宛
て
た
も

の
、
地
域
や
市
の
将
来
、
自
分

の
夢
や
希
望
な
ど
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
　
こ
の
一
－
は
高
齢
者
の

竹
と
ん
ぼ
製
作
、
．
右
臼
を
使
っ

て
の
餅
つ
き
の
指
導
も
あ
り

「
ふ
れ
あ
い
除
幕
式
」
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
．
、

1． j

⑰

o

熱．

業事流ゐ
父

和平生学中市向日濃化文もど子の
見
学
、

て
い
た
浦
添
市
の
人
た
ち
や
現

地
中
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
日
向
市
の
学
校
、

地
域
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
。
男
子

生
徒
は
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

も
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
過
去
の
歴
史
を

心
に
刻
み
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。

レ
，
．
蝿
i
園
■

　
昭
和
円
年
、
沖
縄
県

浦
添
市
か
ら
浦
添
国
民

学
校
の
児
童
が
日
向
市

に
集
団
疎
開
を
し
て
い

ま
し
た
。
（
7
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）

　
教
育
委
員
会
は
8
月

8
日
目
ら
m
日
に
か
け

て
、
将
来
を
担
う
中
学

生
1
2
人
を
浦
添
市
に
派

遣
し
、
浦
添
市
役
所
の

表
敬
訪
問
、
戦
争
遺
跡

　
当
時
本
市
に
疎
開
し

ム昌
ノ「オフ産岨

退
化文産岨

退
史歴黒血H協

力
セ
ン
タ
ー
長
の
斎
藤
英

さ
ん
を
講
師
に

護
・
新
た
な
展
開
」

基
調
講
演
が
あ
り
、

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
市
内
の

産
を
見
学
。

と
に
討
議
が
行
わ
れ
、

全
体
会
で

だ
け
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く

史
・
文
化
・
自
然
遺
産
の
活

と
保
存
を
し
よ
う
」
と
宣
．
ゴ
［

閉
会
し
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
美
々
ぬ

細
島
の
町
並
み
な
ど

重
な
歴
史
遺
産
が
あ

ま
す
。
そ
の
活
用
方

や
保
存
に
つ
い
て
日

勤
労
総
合
福
祉
セ
ン

ー
「
日
向
ハ
イ
ツ
」

8
月
3
1
日
と
9
1
1
1

の
2
日
間
、
情
報
交

を
行
い
ま
し
た
。
フ

ー
ラ
ム
は
全
国
か
ら

6
0
人
が
参
加
。
初
目

国
際
文
化
財
保
存
修

　
　
　
「
文
化
遺
産

　
　
　
　
　
と
題
し

　
　
　
　
　
そ
の
後

　
　
翌
日
は
テ
ー
マ

　
　
　
　
　
　
最
後

　
「
便
利
さ
、
合
理

祭能間
云

俗民三流川耳国之向日が
披
．
露
さ
れ
ま
し
た
。

美
々
津
重
要
伝
統
的
建
造
物
郡

保
存
地
区
の
西
側
に
あ
る
別
府

地
区
は
石
垣
で
区
画
さ
れ
た
、

江
一
1
、
時
代
か
ら
続
く
区
画
構
成

を
A
－
に
残
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
踊
り
は
初
盆
の
家
を
．

軒
ず
つ
回
り
、
精
霊
や
家
族
の

心
を
静
め
た
も
の
で
す
。
踊
り

r
は
、
手
ぬ
ぐ
い
で
口
を
隠
し
、

静
か
な
踊
り
で
始
ま
る
6
種
の

調
子
で
次
々
に
踊
り
ま
す
。

　
日
向
之
国
耳
輪
流
域

民
俗
芸
能
祭
は
1
0
月
1
4

日
、
口
向
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
耳
川

流
域
の
文
化
交
流
を
図

る
た
め
、
7
市
町
村
の

10

c
体
か
ら
地
域
の
特

色
あ
る
伝
統
芸
能
が
紹

介
さ
れ
、
本
市
か
ら
は

塩
見
の
臼
太
鼓
踊
り
、

別
府
の
供
養
盆
踊
り
（
写

百
ご
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

　
　
　
　
　
　
口
句
市

ムラーオフの海に川と森

　
森
と
川
と
海
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
1
0
月
1
8
日
、

日
向
市
中
央
公
民
館
で

約
3
0
0
人
が
参
加
し

て
、
耳
川
の
上
流
域

（
椎
葉
村
）
、
中
流
域

（
東
郷
町
）
、
下
流
域

（
日
向
市
）
代
表
の
3

人
に
よ
る
意
見
発
表
の

後
、
M
R
T
ラ
ジ
オ
局

長
の
樫
元
　
洋
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
住
む
口
向
東
臼
杵

南
部
圏
域
は
、
耳
川
や
そ
の
他

の
河
川
が
、
森
と
海
を
媒
介
し

て
川
ヒ
と
川
下
の
関
係
に
あ

り
、
生
活
・
文
化
・
経
済
面
な

ど
も
「
運
命
共
同
体
」
の
深
い

関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
「
森
林
保
全
と
河
川

の
浄
化
、
地
球
に
や
さ
し
い
生

活
を
す
る
よ
う
努
め
る
」
と
い

う
宣
．
，
肖
を
し
ま
し
た
。

．」制



男’り
φ＜

記
念
碑
を
世
界
恒
久
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
に

　
学
“
喧
集
団
疎
開
記
念
碑
除
幕
式
が
m

月
陶
日
、
市
役
所
前
広
場
で
開
か
れ
ま

し
た
．

　
除
幕
式
は
沖
縄
県
浦
添
市
か
ら
儀
間

光
男
市
長
を
は
じ
め
詑
人
と
日
向
市
民

の
合
わ
せ
て
、
約
2
0
0
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
－
田
本
市
長
が
「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
忘

れ
ず
、
後
世
に
伝
え
、
世
界
恒
久
平
和

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
二
間
浦
添
市
長
が
「
戦

時
ド
の
物
．
不
足
の
中
、
学
竜
で
あ
っ
た

浦
添
市
民
の
受
け
た
恩
義
を
感
じ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
し
と
感
謝
の
気
持
ち

を
表
し
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
疎
開
先
の
塩
見
小
、
平
岩

小
で
も
そ
れ
ぞ
れ
、
合
成
集
団
疎
開
浦

添
日
向
交
流
実
行
委
員
会
が
設
置
し
た

記
念
碑
の
序
幕
式
も
あ
り
ま
し
た
。

　
浦
添
市
の
学
竜
は
1
9
4
4
（
昭
和

m
）
年
8
月
2
8
日
、
沖
縄
戦
の
戦
火
を

逃
れ
る
た
め
、
那
覇
港
を
出
港
。
米
軍

潜
水
艦
の
魚
雷
を
避
け
な
が
ら
9
月
l

H
、
鹿
児
島
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
日
向
市
（
当
時
富
島
町
）
に
は
同
年

9
月
8
日
、
浦
添
国
民
学
校
の
学
童
、

l
1
6
人
と
教
師
3
人
、
そ
の
家
族
1
1

膚
、

市役所前広場に建立された学童集団疎開記念碑

人
の
合
計
1
3
0
人
が
現
在
の
南
日
向

駅
（
当
時
、
岩
脇
駅
）
と
日
向
市
部

（
当
時
、
富
岡
同
駅
）
に
降
り
立
ち
ま
す
。

　
翌
9
口
に
市
内
の
配
置
先
学
校
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

る
現
在
の
富
高
小
、
塩
見
小
、
平
岩
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

で
H
向
市
の
無
芯
と
そ
れ
ぞ
れ
出
会
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ま
し
た
。
当
時
は
、
塩
見
地
区
と
．
平
岩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

地
区
も
連
日
の
よ
う
に
空
襲
警
報
発
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

が
出
さ
れ
て
お
り
、
時
々
、
機
関
銃
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

撃
に
も
遭
い
、
爆
弾
が
投
ド
さ
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

み
ん
な
防
空
壕
へ
非
難
し
て
い
た
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

い
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
学
　
埴
ら
は
1
9
4
5
（
昭
和
2
0
）
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

8
月
1
5
［
に
終
戦
を
迎
え
る
と
同
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

食
糧
難
で
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か

し
日
向
を
去
る
ま
で
の
2
年
間
余
り
の

月
日
は
、
日
向
と
浦
添
の
両
学
童
た
ち
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

の
厚
い
友
情
を
育
み
、
そ
れ
は
翌
年
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

月
に
日
向
を
去
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

長
い
誠
心
に
生
き
続
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
浦
添
市
で
、
1
9
9
8
（
平
成
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

年
5
月
3
0
日
、
5
3
年
ぶ
り
に
当
時
の
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

学
竜
が
再
開
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

念
碑
建
国
の
話
が
持
ち
ヒ
が
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

た
。
［
向
と
浦
添
の
両
市
民
の
願
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

込
め
、
．
一
度
と
学
童
疎
開
が
起
こ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

う
な
戦
争
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

心
に
き
ざ
み
、
そ
の
こ
と
を
後
世
に
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

え
る
た
め
に
、
こ
の
記
念
碑
を
建
L
吐
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ら
．

　　　　　　　　一　　一　　甲　　　　　　　一　　曽　　一　　　　　　一　　一　　一　　　　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　璽　　一　一　　一　　一幽　　一

市長三二

「一
ソAA
　ノ♪
やノ秀

⑱lll本孫

　
　
　
新
た
な
飛
躍

　
2
1
世
紀
の
幕
開
け
の
今
年
、
振

り
返
っ
て
み
る
と
多
く
の
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
の
後
遺

症
は
金
融
不
安
を
招
き
、
失
業
率

5
・
3
％
と
最
悪
の
記
録
。
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
は
、
一
瞬
に
し
て
数
千
人
の
尊

い
命
を
奪
い
、
世
界
経
済
を
脅
か

し
戦
争
と
い
う
痛
ま
し
い
事
態
に

突
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
か

な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
テ
ロ
行

為
は
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
民
族
、
宗
教
に
よ
る
紛
争
を
根

絶
し
、
全
人
類
の
願
う
世
界
恒
久

平
和
を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
の
日
向

市
は
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ
み
な
い

努
力
に
よ
っ
て
、
市
制
施
行
5
0

周
年
の
輝
か
し
い
節
目
の
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
未
来
に

向
か
っ
て
「
は
ば
た
け
日
向
！
参

加
・
連
携
・
創
造
」
の
旗
印
の
も

と
、
今
日
ま
で
の
歩
み
を
顧
み
住

み
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
、
新
た

な
飛
躍
に
挑
戦
し
た
い
も
の
で

す
。
・

囚

〉

μ
一

平
成
1
3
年
度
日
向
市
文
化
賞
に
長
渡
万
太
郎
さ
ん

　
平
成
1
3
年
度
日
向
市
文
化
賞
受
賞
者

に
長
渡
万
太
郎
さ
ん
（
伊
勢
ヶ
浜
・
8
0

歳
）
が
決
定
。
n
月
3
日
、
授
賞
式
が

市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
長
渡
さ
ん
は
日
向
市
俳
句
会
の
草
創

期
と
さ
れ
る
昭
和
2
7
（
1
9
5
2
）
年

頃
か
ら
俳
句
を
学
び
、
今
日
ま
で
市
の

俳
句
会
を
リ
ー
ド
。
そ
の
間
、
各
回
句

会
の
役
員
を
歴
任
し
各
種
俳
句
大
会
に

お
い
て
も
数
々
の
授
賞
歴
が
あ
り
ま

す
。　

特
筆
す
べ
き
は
、
市
内
各
派
の
俳
句

列
ら’ご’

会
組
織
を
．
本
化
し
、
口
向
市
俳
句
会

連
合
会
を
組
織
し
た
こ
と
で
す
。
現
在

も
同
連
合
会
会
長
の
要
職
に
あ
り
ま

す
。　

俳
人
と
し
て
も
、
月
刊
同
人
誌
「
漁

火
」
の
編
集
を
担
当
す
る
傍
ら
、
県
内

で
は
句
界
最
高
峰
と
い
わ
れ
る
同
人
誌

「
椎
の
実
」
の
同
人
と
し
て
も
現
役
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
永
年
に
わ
た
る
俳
句
で
の
市
芸
術
文

化
向
ヒ
に
果
た
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

て
の
授
賞
で
す
。

■■■■幽　建　代しがで君ん栄　　葡ll　1．融，1吊II・・り翻」黙

　
　
　
　
　
8
．

響
応
鞭
糠
鰍

に
設
の
名
称
が
決
定
し
表
彰

舶
開
式
が
P
月
3
1
日
、
市
長
室
で

h
い
．
行
わ
れ
ま
し
た
。

槁
臨
罐
継
誕

ふ
馬
絹
く
ん
（
平
岩
小
3
年
v

山
石
に
市
長
か
ら
賞
状
と
記
念

市
†
ロ
m
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
優
秀
賞
の
児
玉

栄
子
さ
ん
は
代
理
で
ご
主
人
の
敏
幸
さ

ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
の
後
、
原
田

君
は
「
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
う
れ
し
い

で
す
」
と
語
り
、
敏
幸
さ
ん
は
「
施
設

が
地
域
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
栄
子
さ
ん
の
二
＝
ロ
葉
を

代
弁
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
来
年
3
月
竣
工
を
め
ざ
し

建
設
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

賞状を受け取る原田隆汰君　　　　　し　を待設い田さ玉　念ご田㌔く岩　で彰施平に

花
束
の
贈
呈
が
あ
り
、
山
本
市
長
が

「
ど
う
か
心
に
残
る
船
旅
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
甲

板
か
ら
乗
船
客
が
岸
壁
の
人
た
ち
に
手

を
振
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
見
送
る
家

族
た
ち
が
、
手
に
し
た
色
と
り
ど
り
の

風
船
を
放
つ
と
、
豪
華
客
船
「
飛
鳥
」

は
静
か
に
細
島
港
を
後
に
し
ま
し
た
。

幡野保裕船長（中央｝らへ花束贈呈

9
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日
把
け
の
構
■
セ
リ
も
契
腋

　
第
2
回
市
場
ま
つ
り
が
H
月

1
1
日
、
日
向
青
果
地
方
卸
売
市

場
（
平
岩
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
青
果
市
場
の
役
割

や
運
営
の
あ
り
方
を
広
く
P
R

す
る
た
め
、
市
場
関
係
者
で
組

織
す
る
市
場
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
河
野
貞
巳
実
行
委
員
長
）

が
昨
年
か
ら
市
場
を
開
放
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　
開
設
3
周
年
を
迎
え
た
同
市

場
は
、
第
3
セ
ク
タ
ー
で
施
設

を
管
理
し
て
お
り
、

野
菜
や
果
物
な
ど
が

県
内
は
も
と
よ
り
全

たくさんの青果が並べられました

国
か
ら
集
ま
り
ま
す
。
今
日
だ

け
の
模
擬
セ
リ
も
実
施
さ
れ
、

参
加
し
た
市
民
が
格
安
で
落
札

し
て
い
ま
し
た
。
市
場
で
は
実

際
の
セ
リ
で
一
日
に
約
4
0
ト
ン

が
さ
ば
か
れ
、
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

ボ
ン
菓
子
つ
く
り
や
団
子
汁
の

ふ
る
ま
い
な
ど
も
無
料
で
行
わ

れ
、
訪
れ
た
市
民
約
3
0
0
人

と
市
場
関
係
者
は
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

模
擬
セ
リ
で
落
札
す
る
市
民

ズ
k

上

皇
．
雅
で
か
わ
い
い
し
ぐ
さ

　
塩
見
川
の
ほ
と
り
に
白
鳥
が
飛
来

し
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
愛
好
者
な

ど
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
白
鳥
は
幼

鳥
で
、
現
在
2
羽
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
塩
見
橋
と
た
い
え
い
橋
の
間
を
ゆ

っ
く
り
と
泳
ぎ
な
が
ら
、
羽
を
ば
た
つ

か
せ
、
と
き
に
は
毛
づ
く
ろ
い
。
水
中

に
頭
を
潜
ら
せ
、
え
さ
を
探
す
な
ど
優

雅
で
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
を
見
せ
て
い
ま

す
。
橋
を
通
り
か
か
っ
た
女
子
高
校
生

も
「
白
鳥
は
ど
こ
か
ら
き
た
ん
で
す
か
。

か
わ
い
い
で
す
ね
」
と
足
を
止
め
て
い

ま
し
た
。

④
の
優
し
田
野
笑
覧
で
轟

9
巳

ド’

　
日
向
現
代
彫
刻
展
2
0
0
1
の
市
民

大
賞
が
決
ま
り
H
月
1
1
口
、
表
彰
式
が

日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
市
民
大
賞
は
1
2
3
6
票
あ
っ
た
市

民
投
票
の
結
果
を
も
と
に
、
実
行
委
員

会
で
選
ば
れ
た
佐
善
圭
さ
ん
作
（
千
葉

市
一
3
6
歳
）
「
こ
こ
ろ
合
わ
せ
て
」
に

決
定
。
佐
善
さ
ん
は
「
世
の
中
が
殺
伐

と
し
て
い
る
今
、
人
の
優
し
さ
を
白
い

大
理
石
で
表
現
し
ま
し
た
」
と
作
品
に

つ
い
て
語
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d

①
は
讐
り
と
嘉
の
饒

■広報紙に掲載された写真を差し上げます。

　希塾する人は、市総務課（君内線2234）まで。

鴻　　＿．　」．一＼

＿￥心
　
　
ロ

憲亭

　
　
　
日
向
市
駅
前
広
場
で
n
月
H
日
、
駅

　
　
前
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
1
が
開
か
れ
、
ゲ

　
O
ー
ム
・
地
取
れ
野
菜
市
な
ど
の
催
し
が

　
C
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
㎞
　
こ
の
駅
前
フ
ェ
ス
タ
は
、
目
向
市
職

　
K
員
労
働
組
合
、
都
町
商
店
会
、
上
町
商

　
M
店
街
振
興
組
合
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

　
ン
が
市
民
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
き

　
　
た
い
と
企
画
し
た
も
の
。
広
場
で
は
神

　
”
野
お
多
福
チ
ン
ド
ン
隊
や
塩
見
の
臼
太

　
　
鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
市
職
員
ロ
ッ
ク

　
　
バ
ン
ド
M
O
K
K
A
．
C
O
の
歌
と
珍

　
　
し
い
．
ジ
ャ
ン
ベ
太
鼓
の
演
奏
で
盛
り
ヒ

　
　
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
市
民
コ
ー
ラ
ス

　
熱
グ
ル
ー
プ
「
ヒ
ュ
ー
ガ
ン
ヴ
ォ
イ
セ
ス
」

　
　
は
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露
。
ま
た
、

　
　
噴
水
の
周
り
に
は
手
作
り
の
「
ト
ト
ロ
」

　
　
の
ポ
ス
タ
ー
が
数
多
く
飾
ら
れ
て
い
ま

　
　
し
た
。

　
　
　
司
会
者
の
か
け
声
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

　
左
ン
。
大
い
ち
ょ
う
の
木
に
施
さ
れ
た
電

蕊
繍
藤
縛
嚢
携
．
吐
娘
拷

　
　
ヨ
ン
映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
主

　
あ
題
歌
な
ど
を
歌
う
人
気
歌
手
、
井
上
あ

　
井
ず
み
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
、

　
る
井
上
さ
ん
を
一
目
見
よ
う
と
親
子
連

　
問
れ
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
な
ど
が
詰
め
か
け
、

　
こ
夕
方
か
ら
降
り
出
し
た
小
雨
に
も
か
か

　
も
わ
ら
ず
、
い
っ
し
ょ
に
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

　
子
を
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
U

㊧
簾
し
て
い
る
藍
碧
で
禁

ワ麗1o
’

曾
．

’
噂

’

乙

噛

冤

一り鍬．

　
公
共
工
事
に
対
し
て
の
理
解
を
深
め

よ
う
と
「
七
日
目
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
1
1
月
1
1
日
、
市
役
所
前
広
場
で
開
か

れ
、
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
L
木
事
務
所
や
北
部
港
湾

事
務
所
な
ど
県
の
出
先
機
関
と
H
向
地

区
建
設
業
協
会
や
市
で
準
備
し
て
き
た

も
の
。
う
ど
ん
や
お
で
ん
な
ど
の
屋
台
、

丸
太
切
り
大
会
、
し
い
た
け
の
種
こ
ま

打
ち
大
会
も
あ
り
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
ホ

ー
の
試
乗
は
、
幼
児
た
ち
に
大
人
気
。

幼
児
た
ち
は
、
ま
る
で
操
縦
者
に
な
っ

た
つ
も
り
で
試
乗
し
て
い
ま
し
た
。

⑩
年
建
届
く
か
な
一

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
設
置
式
が
1
1
月
1
6

日
、
市
役
所
前
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
今
の
自
分
か
ら
未
来
の
自

分
や
友
人
、
家
族
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
」
と
い
う
企
画
。
今
年
に
ち
な
み
2

0
0
1
通
を
募
集
し
、
1
0
年
後
に
開
封
。

各
あ
て
先
へ
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
カ
プ
セ
ル
は
ベ
ン
チ
型
で
、
約
1
0

0
人
の
市
民
が
見
守
る
中
、
若
田
翔
太

く
ん
（
5
歳
）
と
則
貞
早
紀
ち
ゃ
ん

（
5
歳
）
た
ち
が
最
後
の
タ
イ
ル
を
一

枚
つ
つ
貼
り
、
完
成
し
ま
し
た
。

総畠壷幽。、
．
‘
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　「情報伝言板」は、皆さんの自

主的な活動を応援するコーナーで　‘

す。サークル活動などの会員募集

やイベントなどの情報をお寄せく

ださい。営利や政治・宗教活動を

目的としたものはお断りします。

　原稿は、毎月1日までに市総務

課（含内線2234）へ。ただし、

紙面のスペースの関係上、掲載で

きない場合があります。

嘘カルチャー講座を開きます

　延岡地域職業センターでは次のと

おりカルチャー講座を開きます。

①ガーデニング

　季節の花を用いてガーデニングを

楽しんでください＝

◇とき；1月24「1（木）、午前10

日寺から12i貯

②フラワーアレンジメント教室

　アート感覚でお部屋のインテリア

を季節の生花等で作ります。

◇とき＝2月21日（木）、午前10

時から1211Jf

◇場所；延岡地域職業訓練センター

（〒889－0513延岡市ヒ々II・｝1【lI

4r目4390－1）

◇受講料；1人2300円

◇受講者；各講座20人（定員にな

り次第締切とする）

◇申込方法＝電話で塾し込みくださ

い．（麿0982－37－7788）

■労災保険のことなどこ相談ください

　（財）労災年金福祉協会では、厚生

労働省の委託を受けて「仕事の疲れ

やストレスからくる健康のこと」、

．精神的な悩み一、　労災保険のこと」

などに関する相談に応じています。

相談は無料で、秘密は厳守します，

◇相談時間＝午前10時～午後4時

（土、日、祝llを除く）

◇場所＝｛財）労災年金福祉協会宮崎

相談所（宮崎liゴ広島2－10－20、

坂ドビル4階倉0985－25－0

022、フリーダイヤルO120－

603－l14）

　　　　　　市制施行50周年記念事業

「はばたけ！日向」～参加・連携・創造～

　　　　「市民自主企画運営事業」の紹介
■楽しいピアノコンサート

◇日時・場所＝12月9日（土）日向市中央公民館ホール

▽開場：13：30▽開演：14：00

◇内容＝ピアノは決して難しいものではなく、楽しむもの

であり、琶楽のある楽しい生活を送りたい、と大人になっ

て初めてピアノを習った20代目70代の男女約60名が

出演。イントロ当てクイズなども行います（入場無料）。

◇問い合わせ＝斎藤（容52－1942）

　　r50周無実行委員会運営事業」の紹介
■ひゆうが百景フォトコンテスト

◇題材＝後世に残しておきたい日向市内の風景、祭り、市民

の営みなどをテーマに、平成13年1月1日～平成14年1

月31日置でに撮影したデジタル写真以外の写頁です。

◇部門＝一般部門、ファミリー部門に分けてそれぞれに規定

を設けています。また、一般部門ではグランプリに30万円

の賞金など61点、ファミリー部門では特選に図書券3万円

など39点の賞を予定しています（詳細は問い合わせ先へ）。

◇応募資格＝全国のプロ・アマを問いません。

◇応募期間・方法＝平成14年1月7日～1月31日、市

商工観光課に用意している応募票を作品裏に貼り提出。

◇問い合わせ＝市商工観光課（内線麿2637）

　　　　　　図　　．．館

？・っ．．・　℃・ト
■クリスマスおはなし会

　毎年、この時期になると個人の家をツリーの電飾が色鮮やか

に彩るなどまち全体がクリスマス一色になります。そんな週末

の午後のひとコマ「おはなしの部屋」で「つリスマス絵本」と

の出会いを親子で楽しんでみてはいかがでしょうか。

◇日時＝12月22日（土）14：00～2階おはなしの部屋

■人権に関する図書展示について

　12月4日～10日は人権週間です。「ドメスティック・バイ

オレンス」「ネグレクト」など人権にかかわる「新語」が新聞等

において数多く掲載されています。図書館では毎年、人権に関

する図書を人権週間に合わせて展示しています。今一度［人権」

について思いをめぐらせてみてはいかがでしょうか，

◇展示期間＝12／4～12／10

L

1

みんなの広場

Ω

　
今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
自
分
に

と
っ
て
、
と
て
も
大
き
な
経
験
と
な
り
、

自
分
の
夢
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
　
一
つ
の
出
会
い
、

ひ
と
つ
の
別
れ
を
、
と
て
も
大
き
な
も

の
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
出
発
前
の
自
分
の
考
え
は
「
た
だ
楽

し
ん
で
く
れ
ば
い
い
か
」
と
い
う
気
持

ち
で
、
事
前
学
習
も
ほ
ん
の
少
し
し
か
、

し
て
い
な
く
、
出
発
前
は
甘
い
考
え
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
帰

っ
て
き
た
今
は
、
出
発
前
の
考
え
の
甘

さ
へ
の
後
悔
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

人
々
へ
の
感
謝
と
同
時
に
「
ま
た
、
も

う
．
度
会
い
た
い
」
と
い
う
、
強
い
思

い
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
達
は
、
自

分
に
対
し
て
本
当
に
親
し
く
し
て
く
れ

ほくたち

　　わたしたちの

荒
井

「
大
き
な
成
長
」

正
博
さ
ん
（
冨
島
中
学
校
3
年
）

　
今
月
号
は
、
8
月
に
ゴ
ー
ラ
市

に
派
遣
し
た
中
学
・
高
校
生
の
作

文
を
紹
介
し
ま
す
。

｛，

た
し
、
自
分
達
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ

な
場
所
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し

た
，
特
に
、
お
父
さ
ん
が
死
ん
で
し
ま

っ
て
、
今
は
い
な
い
僕
に
と
っ
て
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
父
さ
ん
は
、
と

て
も
頼
れ
る
人
で
し
た
．

　
学
校
で
も
、
日
本
や
日
向
と
は
違
っ

た
、
い
ろ
い
ろ
な
習
慣
、
文
化
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
生
徒
も
、
以
前

か
ら
知
り
合
い
だ
っ
た
よ
う
に
、
親
し

く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
、
僕
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
国
の
人
々
の
心
の

あ
た
た
か
さ
、
日
本
と
は
違
っ
た
自
由

な
生
活
を
、
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
し

た
。　

今
回
、
僕
が
こ
う
い
う
企
画
に
参
加

で
き
た
の
は
、
周
り
の
人
々
の
い
ろ
い

ろ
な
助
け
、
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
、

ま
ず
、
H
向
市
役
所
の
企
画
課
の
人
た

ち
、
学
校
の
先
生
や
友
達
。
そ
し
て
、

原
口
先
生
と
8
人
目
友
達
。
何
よ
り
も

一
番
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

は
、
お
母
さ
ん
で
す
。
家
で
、
僕
が

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
」
と

．
記
．
口
い
だ
し
た
と
き
、
こ
こ
ろ
よ
く
賛
成

し
て
く
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

弟
、
親
せ
き
の
人
た
ち
も
、
た
く
さ
ん

協
ヵ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。

　
僕
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、

大
き
な
心
の
成
長
を
手
に
優
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
々
、
友

達
と
も
、
い
つ
で
も
連
絡
が
取
れ
る
の

で
こ
れ
か
ら
も
、
互
い
の
文
化
を
学
び

合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河野　寛之さん（27歳：原旺13）

　市内のラグビーチームに人っ

てます。グラウンドなどの施設

は充実してますが、芝が良くな

るともっといいですね．

　僕に、まちで出会ったら気軽

に声をかけてください。

て
へ

∠

、
適

いきいき
　　　　　青春トーク

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の

近
所
の
若
者
や
職
場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い
る

か
た
は
、
市
総
務
課
（
倉
内
線
2
2
3

4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報

係
が
写
頁
を
撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

細川　里美さん（24歳：塩見）

　友達づくりにもなるので、着

付教室と料理教室に通ってま

す。最近始めたインターネット

で、買い物や資格取得にチャレ

ンジしたいです。ミニバレーボ

ールチーム「とりきち」に所属

してます。楽しいですよ
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1■

おしらせ・ぼしゅう

一
　
市
の
年
末
年
始
の
業
務
案
内

　
市
の
年
末
年
始
の
業
務

　
を
ご
案
内
し
ま
す

　
市
役
所
は
、
1
2
月
”
日
か
ら

1
月
3
1
1
ま
で
休
み
と
な
り
ま

す
．
、
そ
こ
で
、
年
末
年
始
の
市

の
裳
務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
戸
籍
届

　
出
生
届
や
婚
姻
届
な
ど
は
、

市
庁
舎
玄
関
横
の
㎎
．
日
置
員
室
で

受
け
付
け
ま
す
．
．
住
民
票
や
．
戸

籍
月
…
・
抄
本
、
印
鑑
証
明
等
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
．
．

■
水
道
の
修
理

　
水
道
の
修
理
に
つ
い
て
は
、

浄
水
場
（
容
5
4
　
5
5
0
0
∀

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
，

■
下
水
道
の
修
理
（
浄
化
槽
・

し
尿
の
く
み
取
り
）

　
年
末
は
1
2
月
2
8
日
ま
で
、
年

始
は
1
月
7
目
か
ら
で
す
，
突

発
的
な
事
故
等
は
、
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
容
5
4
　
5
5
1
0
）
へ
．
。

■
こ
み
の
収
集

◇
1
2
月
2
9
日
（
土
）
1
1
月
・
木
曜

H
地
区
・
1
2
月
3
0
日
（
日
）
1
1

火
・
金
曜
日
地
区
の
燃
や
せ
る

ご
み
を
収
集
し
ま
す
．
、
持
ち
込

み
（
．
山
1
1
、
宇
土
8
昨
m
～
、
止

午
、
午
後
－
時
～
4
時
）

◇
η
月
釧
日
（
月
）
障
持
ち
込
み

の
み
（
正
午
で
…
寺
門
し
ま
す
）

◇
1
月
1
日
～
3
日
日
休
み
で
、

持
ち
込
み
も
で
き
ま
せ
ん
．
．

※
1
月
2
H
（
第
－
水
曜
1
1
）

の
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
収
集
は
、

1
月
5
日
（
ヒ
｝
に
行
い
ま
す
が
、

持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
．
．

　
洋
し
く
よ
、
露
取
寛
窪
高
架

　
匹
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一
正
｝
束
層
前
　
．
．
“

（
費
瀦
　
2
2
5
6
）
ま
た
は

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
a
瀦
　
3
4

0
1
＞
へ
．
．

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
、

年
間
の
耕
作
従
翼
目
数
が
㎝
日

以
L
あ
る
人

　
P
駿
旧
記
一
よ
、
　
2
一
い
こ
美
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
ヘ
ノ
ゴ

し
ま
す
が
、
届
か
な
か
っ
た
人

は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
容

内
線
2
2
3
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

一
　
保
険
証
の
切
り
替
え

　
1
2
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
国
保
の
保
険
証

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
が
、
1
2
月
1
目
か

ら
変
わ
り
ま
す
．
新
し
い
保
倹

証
は
、
　
．
般
被
保
険
者
証
が

「
空
色
」
、
退
職
被
保
険
者
証
が

「
濃
い
ク
リ
ー
ム
色
」
で
す
，

　
み
な
さ
ん
が
現
在
、
使
用
し

て
い
る
保
険
証
は
1
1
月
m
日
ま

で
し
か
使
え
ま
せ
ん
．
1
2
月
l

H
か
ら
は
、
新
し
い
保
険
証
を

使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

占
い
保
険
証
は
市
健
康
管
理
課

ま
た
は
お
近
く
の
支
所
ま
で
お

返
し
く
だ
さ
い
．
な
お
、
新
し

い
保
険
証
は
郵
送
し
ま
す
が
、

記
載
内
容
に
間
違
い
が
あ
っ
た

場
合
は
、
市
民
課
（
倉
内
線
2

1
3
4
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
．
、

　
ま
た
、
「
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
受
診
券
」
も

新
し
く
な
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
一

　
詳
し
く
は
、
市
健
康
管
理
課
一

〔
奮
内
線
2
1
5
5
）
へ
、
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

う
な
ぎ
稚
魚
の
特
別
採
捕
　
　
　
　
　
　
　
一

採
捕
に
は
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す

熱
熱
計

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

毎
年
1
月
－
日
現
在
で
、
有
権

者
の
申
請
に
堰
づ
き
「
農
裳
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
　
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人
は
、
来
年
－
月

m
日
ま
で
に
市
農
業
委
員
会
へ

申
請
井
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
．
エ
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

2
鋤
歳
以
し
の
人
（
昭
和
百
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

3
耕
作
面
積
が
m
ア
ー
ル
以
ヒ

あ
る
人
も
し
く
は
そ
の
人
と
同

ゆ

　
　
．
半
成
B
年
1
2
月
－
日
か
ら
、
平

　
成
目
年
－
3
月
罰
日
ま
で
、
県
内
一

　
各
河
川
に
お
い
て
、
増
・
養
殖
一

　
川
種
苗
を
確
保
す
る
た
め
、
う
…

　
な
ぎ
稚
魚
（
し
ら
す
う
な
ぎ
〕
の

　
特
別
採
捕
が
行
わ
れ
ま
す
．
採
．

　
補
す
る
た
め
に
は
知
事
の
許
可
…

　
が
必
要
で
あ
り
、
許
可
を
受
け
…

　
ず
に
採
捕
し
た
場
合
は
処
罰
さ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
れ
ま
す
．
．
ま
た
「
う
な
ぎ
稚
伯
営

　
の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
」
に
．

　
基
づ
く
登
録
を
受
け
ず
に
、
全
一

　
長
2
5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
ド
の
一

　
大
き
さ
の
、
う
な
ぎ
を
取
扱
っ

　
た
場
合
も
処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
一

ご
注
意
一
だ
さ
い
．
．
　
　
…

一
◇
問
い
合
わ
せ
　
県
農
政
水
産
…

…
部
国
政
課
漁
業
調
整
係
〔
容
〇
一

9
8
5
邪
．
7
1
4
6
）
　
一

⑪
」
忙

∂1

12

獅
ﾌ
相
談

◇
交
通
事
故
巡
回
相
談

　
と
　
き
■
1
2
月
」
目
（
金
）

　
　
　
　
　
田
”
節
～
1
4
一
卸

　
と
こ
ろ
■
中
央
公
民
館

◇
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
と
　
き
■
1
2
月
B
H
〔
木
｝

　
　
　
　
　
）
．
O
　
　
F
J
■

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
」
　
～

　
と
こ
ろ
■
社
会
福
祉
協
議
会

£
権
・
行
政
相
談

　
と
　
き
■
1
2
月
5
日
（
水
）

　
　
　
　
　
0
　
・
0
～
曽
．
」
　
・
O

　
と
こ
ろ
塵
中
央
公
民
館

◇
年
金
巡
回
相
談

　
と
き
■
1
2
月
1
1
1
1
（
火
∀

　
　
　
　
0
　
・
0
～
P
b
　
・
0

　
と
こ
ろ
■
ド
ー
ー
少
年
ホ
ー
ム

◇
障
害
者
相
談

　
と
き
■
1
2
月
9
目
（
日
）

　
　
　
　
0
　
・
0
～
り
】
・
0

　
と
こ
ろ
■
身
体
障
害
者
セ
ン

　
　
　
タ
ー
〔
奮
5
2
1
5
4
3
4
）

◇
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

　
と
　
き
■
1
2
月
6
日
（
木
）
、

　
　
　
B
1
1
〔
木
｝
、
罰
目
〔
木
）
、

　
　
　
B
　
渕
～
怖
”
o
o
〔
盈
測

　
　
　
1
0
3
0
0
）

　
と
こ
ろ
■
男
女
兵
同
参
画
社
会
づ

　
　
く
り
推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

◎・は・身元調査・断・運動・を推進・・

一
　
平
成
1
3
年
度
美
々
津
手
漉
き
和
紙
講
座

　
体
験
し
ま
せ
ん
か

　
手
漉
き
和
紙
づ
く
り

　
美
々
津
手
漉
き
和
紙
は
宮
崎

県
内
に
唯
一
残
っ
た
手
漉
き
和

紙
で
す
、
、
今
年
度
は
前
年
度
の

人
門
編
に
引
き
続
き
、
初
級
編

を
開
催
し
ま
す
。
市
指
定
無
形

文
化
財
「
美
々
津
手
漉
き
和
紙

の
製
作
技
術
」
保
持
者
・
佐
々

木
・
寛
治
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
6
回
コ
ー
ス
で
手
漉
き
和

紙
の
原
料
加
工
処
理
工
程
の
学

習
や
紙
漉
き
を
体
験
し
ま
す
。

◇
日
時
1
1
平
成
1
4
年
－
月
9

　
　
、
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
辱
）
　
1

　
　
　
　
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

燧憂
1　’　、　、

寺25
　　　　1811

　　日
　　　　「．1日

　　金（．（
　　一金金
　　　　）　　）

　　午

　　前2316

　　9「1日

◇
内
容
陸
第
－
回
・
開
講
式
、

和
紙
の
原
料
加
五
処
理
・
作
業

［
程
の
説
明
／
第
2
回
～
第
5

12月の納期

国民年金保険料　　　　12月分

国民健康保険税・介護保険料　第7期

固定資産税　　　　　第4期
税金で住みよいくらしまちづくり

　
　
　
　
　
　
　
　
〃
農
・

…
回
　
実
技
（
紙
漉
き
）
／
第
6

…
回
●
講
評
、
閉
講
式

一

一
◇
場
所
1
1
第
1
回
・
第
6
回

…
日
向
市
美
々
津
軒
（
美
々
津
町

…
3
3
2
8
）
／
第
2
回
～
第
5

…
回
1
1
美
々
津
手
漉
き
和
紙
作
業

一
所
（
美
々
津
町
2
7
0
3
）

　
◇
講
師
1
1
佐
々
木
寛
治
郎
さ
ん

π
市
指
定
無
形
文
化
財
「
美
々

…
津
手
漉
き
和
紙
の
製
作
技
術
」

…
保
持
者
）

一　
　
　
　
　
モ
　
ヰ

一
◇
受
講
料
1
1
無
二

一

一
◇
定
員
1
1
5
名
程
度

一

一
◇
対
象
象
1
1
1
8
歳
以
し
の
人
で

…
6
回
続
け
て
受
講
で
き
る
人

「
（
た
だ
し
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

…
◇
串
込
締
切
1
1
平
成
1
3
年
1
2
月

…
2
7
日
（
木
）
、
（
定
員
に
な
り
次

一

一
第
締
切
り
ま
す
）

…
◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
社
会
教
育

一
院
文
化
係
（
容
内
線
2
4
2
5
）

…

一
課
員

…　

s
は
次
の
と
お
り
平
成
1
4
年

…
度
の
臨
時
頭
蓋
を
募
集
し
ま
す
。

　

　
◇
職
種
1
1
①
一
般
事
務
2
保
育

…
士
（
有
資
格
者
）

一

一
◇
年
齢
1
1
問
わ
な
い

一

一
◇
賃
金
一
一
般
事
務
、
日
額
6

一
〇
〇
〇
円
、
保
育
士
、
日
額
6

一
6
0
0
円
（
．
平
成
B
年
度
の
日

…
額
）

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　L　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　r　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一

◇
雇
用
の
方
法
1
1
応
募
者
の
中

か
ら
必
要
に
応
じ
随
時
選
考
に

よ
り
．
雇
用
。
た
だ
し
、
1
4
年
度

中
に
．
雇
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

◇
受
付
期
間
1
1
随
時

◇
提
出
書
類
1
1
市
販
の
履
歴
井

に
写
真
を
貼
っ
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
保
育
t

に
つ
い
て
は
、
資
格
・
免
許
証

等
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
．
、

◇
問
い
合
わ
せ
．
・
市
職
員
課
人

事
研
修
係
（
容
内
線
2
2
7
2
）

一
　
日
向
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
策
定
委
員

　
策
定
委
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
高
齢
者
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い

け
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

「
日
向
市
介
護
保
険
事
業
計
画

及
び
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
の
見
直
し
の
た
め
に
関
係
機

関
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
委

員
会
を
組
織
し
、
検
討
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
市

民
代
表
の
L
ゾ
場
で
の
策
定
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
定
員
け
若
干
名

◇
申
込
期
限
1
1
1
2
月
2
1
1
1
（
金
）

◇
串
込
・
問
い
合
わ
せ
目
市
福

祉
事
務
所
高
齢
者
福
祉
係
（
含

内
線
2
1
6
9
）

、
も喬騰Q＆A

Q．遺族二軍年金について教えて

ください。

A．国民年金に加1入中の方が亡く

なられた時、亡くなられた方に生

活を支えられていた∫㌃供のある妻、

または子供に遺族基礎年金が支給

されます。子供は18歳未満（障

害をもつ場合は20歳未満）の方

が対象となります。

　ただし支給を受けるには納付要

件などの確認がありますので、該

当していると思われる場合は、市

役所の年金係、または社会保険事

務所でご相談ください。

あなたとわたしσ）

事～セ共国参画社会

　日向ひまわりフォーラム

：

：

：

：

：

　推進ルーム「さんぴあ」の市：成14年1月1目現在（賦課期日）

民団体・rl主企画事業を開催しiの状況によって課税されます，土：

ます。教育現場におけるジェン：地や家屋は誰が所有者として登記：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ダ一意謝謄／ホームページ作：（登金剥されているか、馳の不lj川：

成養成講座／人材バンク設、ンニのi状況（地目）はどうなっている瓜i

ためのカードf乍成／12月1・　　　　　　　　　　　　　　●
日一ホタル、腰会／1胆gi新築の家は完成しているか・今まi

日、子育て講演会／2月12日、：であった家の取壊しは済んでいる：

松本ヒロ・ソロライブ／2月giか等です・なお・家を取壊すと家i

日、日向市民音楽講座／2月2≡の税金はかからなくなりますが・i

3日、全体会としてジェンダー：土地の税金は上がることがありま：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
意識についてパネルディスカッ：す。詳しくは資産税係（倉内線2：
ションを予定しています。多く：I13）へお尋ねください。　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

の方のご参加をお願いします。　：　　　　　　　　　　　　　　　：

税金一［1メモi

　　　　　　　　　　　　　　：
　’F成14年度の固定資産税は、平・

　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　：

■市民なんでも相談ホットライン（圃55－9111・璽0120－86－4388）
75
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一
　
福
祉
バ
ス
の
名
称
・
デ
ザ
イ
ン
募
集

　
つ
け
て
く
だ
さ
い

　
親
し
ま
れ
る
名
称
・
デ
ザ
イ
ン

　
市
は
．
半
成
1
4
年
4
1
1
よ
り
、

高
齢
者
及
び
障
害
者
等
の
交
通

手
段
の
確
保
及
び
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
に
ふ
れ
あ
い
福

祉
バ
ス
（
仮
称
）
の
運
行
を
r

定
し
て
い
ま
す
．
、
今
回
、
こ
の

ふ
れ
あ
い
一
画
バ
ス
が
市
民
か

ら
親
し
ま
れ
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
な
名
称
・
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
し
ま
す
。

《
名
称
募
集
》

◇
対
象
者
1
1
日
向
市
民

◇
応
募
方
法
1
1
1
人
－
点
、
名

称
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
ご
記
人
の
う
え
、
は
が
き
又

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
圃
洲
．
1
4

2
3
）
で
市
福
祉
事
務
所
高
齢

者
福
祉
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
募
集
期
間
1
1
1
2
月
3
日
（
月
）

～
1
2
月
2
5
日
（
火
）
ま
で
。

《
デ
ザ
イ
ン
募
集
》

◇
対
象
者
1
1
問
い
ま
せ
ん
．

◇
応
募
右
法
1
1
1
人
－
点
、
、
4

つ
切
判
白
色
画
川
紙
を
早
川

し
、
そ
の
枠
内
に
デ
ザ
イ
ン
し

て
く
だ
さ
い
。
図
案
の
色
付
け

は
自
由
で
す
。
作
品
に
つ
い
て

の
簡
単
な
説
明
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
釆
…
目
げ
を
裏
面
に
記
入

し
、
市
裾
祉
賢
務
所
高
齢
者
福

祉
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間
1
1
1
2
月
3
日
（
月
）

～
1
2
月
2
5
日
（
火
）
ま
で
．
、
応

募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
。
著
作
権
は
市
に
属
し
ま
す
．
．

◇
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
1
1
一
T

8
8
3
1
8
5
5
5
日
向
市
本

町
m
番
5
号
、
市
福
祉
事
務
所

高
齢
者
福
祉
係
（
含
内
線
2
1

6
9
）

全長約7m、車幅約23m、高さ約3m

　1月は償却資産申告の月です

　会社や個人で工場や商店などを経営する人

が、その事業のために用いている構築物・機

械・器具・備品等の固定資産を償却資産とい

い、土地・家屋と同じように固定資産税が課

税されます。償却資産を持つ人は、地方税法

第383条の規定により、毎年1月1日現在

の所育状況を1月31日までに申告していた

縦叢繰　麺

選
◇問い合わせ＝税務課資産税係

（含1メヨ線2113）遡
⑤…身禰・断・運動・を推進・て…す・

サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
施
設
職
員
募
集

地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　
市
温
泉
準
備
室
は
会
社
設
疏

に
伴
い
祉
員
を
募
集
し
ま
す
、

《
社
員
募
集
要
項
》

◎
温
泉
館

①
正
社
員
一
－
合
計
6
人

《
フ
ロ
ン
ト
》

◇
業
務
目
お
毛
様
応
対
、
経
理

事
務
な
ど
／
募
集
1
1
3
人

《
売
　
店
》

ぼ
コ

◇
業
務
1
1
お
客
様
応
対
、
商
品

販
売
な
ど
／
募
集
1
1
1
人

《
喫
　
茶
》

◇
業
務
1
1
お
客
様
応
対
な
ど

◇
募
集
H
I
人

《
発
泡
酒
製
造
》

◇
業
務
1
ー
ビ
ー
ル
製
造
な
ど

◇
募
集
1
1
1
名
（
要
技
術
修
得
）

②
嘱
託
社
員
／
募
集
1
1
合
計
2

人
、

《
厨
　
房
》

◇
募
集
目
料
理
長
－
人
・
副
料

翼
．
三
く
一
　
＼

F
L
↓
　
　
ノ

③
パ
ー
ト
社
員
博
合
計
1
5
人

《
フ
ロ
ン
ト
》
募
集
閏
2
人

《
売
店
》
募
集
1
1
3
人

《
温
泉
館
》
募
集
1
1
4
人

《
レ
ス
ト
ラ
ン
》

厨
房
1
1
3
人
、
喫
茶
1
1
2
人
、

清
掃
博
－
人

《
募
集
期
間
》
正
社
員
及
び
嘱

託
社
員
1
1
平
成
1
4
年
－
月
m
目

～
1
月
2
5
目
／
パ
ー
ト
社
員
1
1

平
成
1
4
年
2
月
m
日
～
2
月
2
8

◇
問
い
合
わ
せ
門
目
向
公
共
職

業
安
定
所
（
容
5
2
…
4
1
3
1
）

ま
で
。

《
今
後
の
採
用
予
定
》

　
こ
の
外
物
高
館
社
員
8
名

（
ゴ
「
社
ロ
H
ハ
2
名
、
　
。
ハ
ー
ト
社
U
貝

6
名
）
に
つ
い
て
は
、
5
月
m

目
～
5
月
目
H
に
募
集
r
定
で

す
。

叱

　介護保険の制度や保険料の説明会

　毎月1回説明会を行っています。今月は下記

の日程です。どなたでも、ご参加いただけます。

◇と　き　　＝12月17日（月）、午前10時～

◇ところ　　＝市民健康管理センター

◇問い合わせ＝高齢者あんしん対策室

　　　　　　　　　　　　　　（君内線2193）

おしらせ・ぼしゅう・行政情報

A

市
民
の
視
点
で
市
民
本
位
の
行
政
を

　
市
は
平
成
1
3
年
度
か
ら
1
7
年

度
の
5
年
間
を
推
進
期
間
と
す

る
「
日
向
市
第
3
次
行
政
改
革

大
綱
」
と
「
実
施
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
行
政
改
革
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
「
み
ん
な
で

っ
く
る
心
豊
か
な
住
み
よ
い
ま

ち
日
向
」
の
実
現
に
向
け
、
本

市
の
行
政
課
題
に
的
確
か
つ
柔

軟
に
対
応
し
た
、
よ
り
効
率
的

で
効
果
的
な
行
政
を
進
め
、
市

民
満
足
度
の
向
上
を
第
一
の
目

的
と
し
て
、
市
民
の
視
点
に
立

っ
た
市
民
本
位
の
行
政
を
確
立

す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
次
の
4
つ
の
柱

を
基
本
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

◎
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
窓
ロ
等
に
お
い
て
市
民
の
立

場
に
立
っ
て
親
切
・
丁
寧
・
迅

速
な
応
対
に
努
め
、
行
政
手
続

き
の
簡
略
化
を
図
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
な

ど
、
l
T
時
代
に
即
し
た
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

①
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
情
報
化
の
推
進

③
行
政
手
続
き
の
見
直
し

◎
關
か
れ
た
市
政
の
捲
進

市
政
の
公
正
性
、
透
明
性
を

一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
情
報

の
提
供
・
公
開
を
進
め
、
市
民

と
の
コ
ミ
ュ
一
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
図
り
な
が
ら
、
市
民
の

声
が
行
政
に
反
映
で
き
、
市
民

が
行
政
に
積
極
的
に
参
画
で
き

る
よ
う
な
官
民
協
働
の
体
制
構

築
を
図
り
ま
す
。

①
市
民
要
望
等
へ
の
適
切
な
対

応②
ま
ち
づ
く
り
一
0
0
人
委
員

会
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

③
情
報
公
開
の
推
進

◎
効
寧
的
な
行
財
政
遺
営

　
徹
底
し
た
事
務
・
事
業
の
見

直
し
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源

の
巻
葉
活
用
を
図
り
な
が
ら
、

経
費
の
節
減
に
努
め
、
効
率
的

6な
行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、
5
年
間
で
職
員
数

を
1
0
人
削
減
し
、
経
費
を
5
億

円
節
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

ま
す
。

①
事
務
・
事
業
の
整
理
合
理
化

②
民
間
委
託
等
の
推
進

③
行
政
運
営
の
効
率
化

④
財
政
の
健
全
化

⑤
補
助
金
等
の
見
直
し

⑥
適
正
な
定
員
の
管
理

⑦
適
正
な
給
与
の
管
理

⑧
市
関
係
団
体
組
織
の
見
直
し

⑨
広
域
行
政
の
推
進

◎
詩
代
に
鄙
拝
し
た
網
織

と
人
材
の
育
成

　
行
政
体
制
の
ス
リ
ム
化
を
基

本
に
、
組
織
・
機
構
の
再
構
築

や
職
員
の
効
果
的
な
配
置
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
育
能
な
人
材

を
確
保
し
、
前
例
に
と
ら
わ
れ

な
い
柔
軟
な
発
想
を
も
つ
職
員

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

①
行
政
課
題
に
対
応
し
た
組

織
・
機
構
の
構
築

②
各
種
審
議
会
等
の
見
直
し

③
人
材
の
育
成

親
切
・
丁
寧
・
迅
速
な
応
対

り
．
’

奮
荊
一

　
　
一

　
　
γ
’論

　　日向市　　Q＆A

情報公開制度　④
Q　情報公開制度では、実施機

関が持っているすべての文書を

開示するのですか。

A　実施機関の管理する公文書

は、すべて開示することが原則

ですが、開示することにより個

人のプライバシーを侵害したり

する場合があります。

このような個人情報等を保護す

るために、「不開示情報」として

開示しないことができる公文書

の範囲を次のように定めていま
す。

①法令秘情報

②個入情報

③法人等情報

④公共安全情報

⑤国等関係情報

⑥意思形成過程情報

⑦事務事業執行情報

　詳しいことは市民情報室にお

問い合わせください（君内線2

237）。

　　　自衛隊生募集

◇受付期間＝L械13年ll月5日

（月）～殉ド成14年1月4［（金）

《採用予定数》

◇陸上自衛隊生徒＝約250人

◇海上自衛隊生徒＝約60人

◇航空自衛隊生徒＝約50人

◇応募資格＝1械14年4月1［

現在、15歳以k17歳未満の男子

で中学校卒業予定者（平成14年

3月卒業もしくは、中等教育学

校の前期課程終了見込みのもの

を含む）

◇第1次試験＝’F成14年1月60（ID

◇問い合わせ；自衛隊日向募集

事務所（倉52－6914）、Ilf

総務課（實内線2222）まで。

771■日向市ホームページは最新情報が満載11ttp＝〃www．city．hyuga．miyazaki．IP／



儀乳幼児健診

耀
渡邊資生くん

耕二・景子（美々津町）

■3か月児健診＝目時／12月14日〔金1、25日｛火）、

対象／’F成13年9月生まれ

■7か月児健診＝「1時／12月20日（木｝、対象／平

成13年5月生まれ

■1歳児健康相談；日時／12月12目（水）、対象／

’F成12年II月生まれ

■1歳6か月児健診＝目時／12月13日（木｝、対

象／平成12年5月生まれ

■3歳児健診；日時／12月7日〔金1、対象／平成

10年5月生まれ

※受付時間は、3か月児・7か月児／午後1時～

1時30分、1歳6か月児・3歳児／’「後1時～2

時、1歳児／午前9時30分～10時です。母子健康

‘F帳を忘れずに、市民健康管理センターへ。

儀すくすく教室
◇日時＝12月18［（火｝午後2時～午後3時30分

　　　4→．　　　’4寸■　．・一

因
ブ

阿部上音ちゃん
昭寿・玲子｛西草場）

羽田野雄太くん
　片敬・房子（往還）

◇対象＝生後6か月までの乳児を育児中のお父さ

ん、お母さん

◇内容；①栄養七との離乳食作り・試食、②体重

測定・身長測定、③赤ちゃんの健康相談、④ママ

やパパ同1：の交流会など。

◇会場＝ll∫民健康管理センター

◇持参するもの；母子健康手帳

※予約・参加料は、必要ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掴曜
◎しすくすくOB教室

　市は、生後6か月以降の乳幼児と保護者の仲間

づくりの場所として、市民健康管理センターを開

放しています。

◇日時＝毎週火曜日午後2時～3時30分

◇対象；1k後6か月以降の乳幼児と保護者

◇内容＝自主的な交流会

q恥ノ魑ママ教室
◇日時＝且月2｛〕｝1｛日｝．午前10時～12時

12月の休日在宅医　　※事酬沼ゆ祷能藩を1

　田病院（内・外・脳外・放・リハ・整外552－001D　緒方医院（内・’」

児853－6333）　くろき胃腸科・内科（胃腸・内・消化實55－0505）

　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　52－5600）今給黎医院（内・循環倉54－2459）寺尾医院（産

　63－1447）

　　丙　　　・泌燈57一　　天
　53－8910）こどもクリニックたしろ（小児β56－1515）武冨医院（

　52－5522）

　代田病院（内・外・整外・胃腸・リハ・皮・放・麻酔852－7111）

　田医院（産婦費52－2950）瀧井病院（内・精神鴛52－2409）

　　　（産婦・外・胃腸麩54－4468）協和病院（精神・神経a54－2806）

田ウリニッタ（内・循環a55－0770）長田整形外科（整外・リウ・
リノ、君63－0507）

　　医院（内a52－6055）萩原眼科（眼君63－7222）山元医院（小児

　53－6066）大平医院（整外・リウ・内・リハβ52－3337）家村内科

（内・日嗣瓢55－0600）

　　　　（外・胃腸853－5000）児玉小児科医院（小児552－2530）太

　クリニック（内・消化・呼吸盈56－0030）

　　内科胃腸科（内・胃腸052－8118）大久保医院（外・胃腸252－

338）　∈脳完　（内・1呼旧匹～1聖63－1365）

ヘルシークッキング

　　　楠なます
〈材料4人分〉

柿

大根

ごま

合わせ酢

へべ酢

砂糖
塩

1／2個

1／3本

大さじ1

大さじ3

小さじ2

小さじ1／4

　　　　　　〈作り方〉
①柿は皮をむき、種をとって
マッチ棒くらいの大きさに切
る。

②大根も柿と同じように切り、

塩もみしてさっと洗いしぼる。

③調味料を混ぜる。①と②も

混ぜてすりごまをかける

エネルギー　48Kcai

塩分　0，9g（1人分）

※生柿の代わりに干し柿でも

よい。柿の代わりににんじん

でもよい。

◎

79

和田彩那ちゃん
満・智美（比良町5）

　　嶋　　r臼ノ　．

　　　→一藩．

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いロ

　　　　　　　詞響

　　　　　　鵜』

　柏田大工くん
　伸広・裕子（櫛の山）

　　◇対象＝川産を迎えるパパとママ

　　◇内容＝出産、育児についての準備、赤ちゃんの

　　おふろの入れ方、パパも妊娠疑似体験など

　　◇会場；市民健康管理センター

　　◇申込方法＝開催日の1週間｝1町までに氏名、連絡

　　先を市民健康管理センター（歴内線2184）ま

　　でご連絡ください、

。儀インフル・ンザ予聯について

　　　次に該当する人で本人が希望される人を対象に

　　インフルエンザr防接種を実施しています．

　　　£：65歳以ヒの人

　　　96〔｝歳以ヒ65歳未満で心旺1賎・腎臓・1乎吸器等

　　　の障害を有する人

　　　接種を希望する人は、かかりつけ医料の各医療

　　機関にお問い合わせください，接種時には、健康

　　手帳及び身分が証明できる健康保険証等を持参し

　　てください．

　◇実施期間；’r成13f「lI月1日～12月28【1ま

　　で
　◇接種回数＝lIlli

　◇自己負担金＝L5〔〕o円

　◇実施医療機関一家村内科、向洋クリニック、　＝

■木医院・医心内科・・lr賀内科胃腸科・杉｝岡内科医

　　院、今給黎医院、こどもクリニックたしろ、　こヶ
　　∫ノ己餐茎班多夕1」看斗レミ1ぢ己、　言｝lfLタト手こト腎駈’帰易不斗［つミ匡ノ己、　　｝デ〒’【こ会11

　　向病院、　ヨ没病院、大久保外科胃腸科医院、太陽

　　クリニック、占iHクリニック、糸印ノ∫1矢防己、清琶封ニリ丙

　　院、占森医院、甲斐外科医院、T一代旧病院、渡辺

　　病院、くろき胃腸科・1勾科、天

　　生堂医院、和川病院　　　　　　　　　　へ

◎ 12月の献血日程

．3日月｝ ・呆　戸 19：30～16：00
［
1
3
日
（
木
｝
i

日向市役所
]和病院

…9：30～12：00

福R：30～16：00

i19日（水｝ 州電力

卲�x察署

18：40～11：3σ113：00～16：00

23日（日｝ 九州ジャスコ日向 110：00～17：00

・培　f1　　二

テレホンサービス
　　費53－5857

日向市保育協議会

　　’

口
“

…12／3（月）テレビの見方のしつけ

…～　…a；；画論
…12／9（日）…（3）見方の指導のホイント

…12／10（月）尋どもの食生活と栄養

i～…離贈れ馨ξは

：12／24（月）知的遊びのいろいろ

…～！l鷲欝朧方
…12／30（日）…（3）観察力や想像力を持つ子に育てる

1：li：：1：難難琴欝

※認可保育園において、毎週水曜日の午前中に
園庭開放を行っています。お問い合わせばお近
くの保育園へ。

10月中の交通事故

人身事故　死　亡　負傷者　物損事故
52件　　0人 60人 97隅

～止まって確認！無事故に挑戦～

　
　

磁
聡
£

　
激
什
什
什
軒

　
一
。

信
人
人
人
桜

蝦田

ﾊ
繍

口
　
5
2
3
2

以師
二
男
南

日

転　入　179人　　転　出　183人

出　生　　51人　死亡　　30人

面　積

一．．＿．．

117．43km

78
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幸
脇
か
ら
金
ヶ
浜
問
の
旧
国
道
は
、

現
在
の
国
道
m
号
よ
り
も
山
r
に
あ

り
、
大
変
険
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
生
年
に
大
分
県
か
ら
宮
崎
県
に
転

任
し
た
大
崎
仁
方
（
．
兀
目
州
貯
蓄
銀
行

頭
取
）
と
い
う
人
が
、
宮
崎
県
再
置
m

年
史
の
な
か
に
、
『
・
・
道
路
の
険
悪

な
こ
と
と
云
っ
た
ら
話
に
な
ら
ぬ
程

で
、
今
の
美
々
津
、
冨
高
間
の
術
時
峠

の
如
き
は
、
渓
谷
山
頂
を
越
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
有
様
で
…
』
（
原
文
｝
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　
お
常
が
茶
屋
は
、
こ
の
糖
時
峠
に
あ

　　’ヒ
，　　「　’

ろ

顕彰記念石碑が残るお常が茶屋跡

シ
リ
ー
ズ
2
6

　
　
お
常
が
茶
屋

つ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
峠
は
、
　
一

名
、
遠
見
ケ
辻
と
も
い
わ
れ
、
遠
見
地

区
の
北
1
1
面
、
海
抜
約
3
0
0
メ
ー
ト
ル

の
高
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
常
さ
ん
は
大
変
美
人
で
気
立
て
の

い
い
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
紆
曲
し
た

寂
し
い
山
あ
い
で
、
　
一
点
の
あ
か
り
塁

を
見
つ
け
、
美
し
い
お
常
さ
ん
に
出
会

っ
た
旅
人
の
心
の
う
ち
が
想
像
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
道
路
は
、
江
　
1
1
時
代
に

は
、
丹
後
街
道
と
呼
ば
れ
、
豊
後
の
国

（
大
分
県
）
と
日
向
の
国
（
宮
崎
県
）

を
結
ぶ
重
要
な
街
道
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
明
治
時
代
に
は
、
大
分
県
街
道
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
、
旧
飯

肥
藩
の
学
者
平
部
嬌
南
翁
が
明
治
9
年

か
ら
明
治
1
7
年
に
か
け
て
実
地
踏
査
し

て
編
著
し
た
、
「
日
向
地
誌
」
の
な
か

　
　
　
り
と
き
り
ょ
う

に
も
『
楯
解
嶺
鳥
越
嶺
ノ
東
ニ
ア
リ
嶺

上
二
茶
店
訟
，
宇
ア
リ
』
（
原
文
）
と
あ

り
ま
す
。

　
「
平
部
嬌
南
年
譜
」
に
よ
る
と
、
明

治
1
2
年
、
6
5
歳
の
と
き
、
4
月
か
ら
6

月
に
か
け
て
臼
杵
郡
各
町
村
を
調
査
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
途
中
、
峠
の
茶
屋

に
立
ち
寄
り
、
き
れ
い
な
お
常
さ
ん
の

市
制
施
行
5
0
周
年
記
念
日
向
市
史
編
さ
ん
事
業

接
待
を
受
け
な
が
ら
取
材
を
し
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
若
山
牧
水
も
「
耳
川
と
美
々

津
」
の
な
か
で
『
・
・
富
高
の
方
か
ら

車
で
来
て
あ
の
幸
脇
上
の
坂
か
ら
白
々

し
た
こ
の
港
を
鰍
下
し
た
時
に
も
、
亦

た
斯
の
気
持
ち
は
必
ず
起
っ
て
来
る
。

自
山
な
、
爽
快
な
、
新
鮮
な
気
持
ち
！
』

（
原
文
）
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
牧
水
も
、
神
武
天
皇
が
休
憩
さ
れ
た

と
い
う
伝
説
を
も
つ
展
望
絶
景
の
高
地

に
あ
っ
た
お
常
が
茶
屋
で
休
憩
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
豊
後
街
道
の
名
残
の
あ
る
旧
国
道
も

今
で
は
国
道
1
0
号
に
は
ば
ま
れ
、
「
幸

脇
峠
」
と
い
う
バ
ス
停
留
所
の
あ
っ
た

お
常
が
茶
屋
跡
は
逐
い
茂
っ
た
雑
木
林

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
神
武

天
皇
休
憩
地
の
顕
彰
記
念
碑
と
し
て
地

域
の
人
た
ち
が
建
て
た
石
碑
の
み
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

．
O

　
温
石
編
さ
ん
室
（
盆
内
線
2
2
3
6
）

で
は
、
日
向
の
歴
史
に
関
す
る
皆
さ
ん

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

口固圖
　田日羽

漏
疹
、

’、三
＋
〔

　
1
2
月
は
寒
い
冬
の
人
口
。
早

い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
わ
ず
か
で
す
。
冬
で
も

風
通
し
の
良
い
我
が
家
で
す

が
、
暖
房
は
k
に
電
気
コ
タ
ツ
。

誰
も
い
な
い
と
思
っ
て
足
を
い

れ
る
と
、
中
で
何
か
に
あ
た
り

ま
す
。
子
ど
も
で
す
。
中
「
に
潜

っ
て
ま
し
た
。
コ
タ
ツ
好
き
の

遺
伝
子
は
、
し
っ
か
り
次
の
世

代
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
広
報
を
担
当
し
て
8
ヶ
月
を

過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
失
敗
の
連
続
。
来
年
は
も

っ
と
読
み
や
す
い
広
報
を
つ
く

る
よ
う
心
が
け
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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広報伽9う渉
　　　平成13年12月号

■編集／日向市役所総務課

　〒883－8555

　　日向市本町10番5号

　　實0982－52－2111

■印嗣／（有）第一印励
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